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先生：おはよう。授業はじめるよー！　
生徒：おはようございます。
先生：今日は指数関数をやります。予習、復習してきたかな？
生徒：はーい！
先生：前回は指数の拡張やったから、今回はその関係をグラフにします。前回の部分はとても大事なので、まずは前回の復習からします。指数法則を覚えているかな？
ax×ay＝ax+y    
ax÷ay＝ax-y  
(ab)x=axbx       
(ax)y=axy
っていう４つの式があったね、わからなかった人はもう一度確認しておくように。さて、ここまでは復習として今日の新しいところに入っていきます。
前回のｙ＝の関数を覚えているかな？この関数はaを底とする指数関数といって、a>0、a≠１っていうのが決まりになっていて覚えておくこと。次に、指数関数の性質についてやってみよう。まずは、この　y=ax  の定義域の範囲をわかる人はいますか？定義域とはXの取りうる範囲のことだよ。
生徒：定義域は…すべての数じゃないですか
先生：そう、定義域は実数全体なんだ。じゃあ次に値域の範囲は何かな？値域はYの取りうる範囲のことだよ。
生徒：これも、実数全体ですか？
先生：違うんだ、値域は正の実数全体、つまりY＞０だよ！
そして、この指数関数のグラフは主に、a＞１のときと、０＜a＜１のときにわかれる。要は指数関数のグラフは大きく分けて２種類に分けられ、底の値によってグラフが大きく変わっていきます。まず初めにa＞１のときのグラフはどうなると思う？
生徒：このときは…右上がりのグラフになると思います。
先生：そうだね。Xが増加するとYも増加していくね、これを増加関数というんだ。じゃあ０＜a＜１のグラフはどうなるかな？
生徒：逆だから…減少関数
先生：その通り。さっきとは逆にXの値が増加していくと、Yの値が減少していくんだ。
次に指数関数のグラフを書くうえで、とても大事なことをやります。X=0のときにYはどの値をとるかなんだ。
生徒：a０＝……
先生：ここで覚えなければならないのが、a０＝１ということなんだ。つまり指数関数のグラフではaの値の関係なく点（０，１）を必ず通るということになります。そしてもうひとつグラフを書く上で必要なのが漸近線（ぜんきんせん）というものです。漸近線はある直線に限りなく近づいていくが決して交わらない直線のことを言います。この　y=ax　の指数関数のグラフの漸近線はX軸ということｙ＝axのグラフは下のようになる！　　　　　　　　　　　　　　↓０＜a＜1のとき              ↓１＜aのとき　　　　
ここまでは大丈夫かな！？　


生徒：んー、なんとなく…
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